立科町教育大綱
　平成27年8月24日
立科町総合教育会議
はじめに
平成27年4月1日に施行された、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正に伴い、地方公共団体の長は当該地方公共団体の教育、学術及び文化振興に関する総合的な施策の大綱を定めることになりました。この大綱は、町民の意向を教育行政により一層反映させるため、町長と教育委員会で構成する「総合教育会議」において協議した上で策定されるものであります。

総合教育会議に先立つ準備会のなかで、先に述べた法改正により、首長の権限が大幅に拡大されたことに鑑み、これまで教育委員会が果たしてきた役割や経過等を踏まえて、教育委員会の主体性・独立性をこれまで同様に保障すること、立科町独自の取り組みである立科教育を継続的に推進すること、地元高校を発展させ、地域振興につなげていくこと、児童・生徒の生命・災害等の緊急事案、校舎の建設等の大規模予算を伴うもの、立科町の振興につながるもの等の、重要案件については密に連携・協力して事にあたる、などの協議を行いました。
立科町が今回策定した教育大綱は、町長部局が策定する大綱という性質を勘案し、教育分野を幅広く網羅した内容とはせず、これまで議会によって認めていただいている教育諸施策をはじめとして、町長や教育委員会の立科町の教育に対する思いを盛り込んだものとしています。　
　具体的な施策は、平成26年度末に策定された「立科町しあわせプラン～第５次立科町振興計画～」中の基本計画において盛られた教育委員会所管の施策を踏襲し、町が適切に実施していくことになります。
立科町教育大綱
　基本目標「郷土を愛し、心豊かな人を育むまちづくり」
立科町は自然が豊かな風土で、向学の気概に富んだ精神性を併せ持つ町です。この町で子どもたちがたくましく育ち、郷土に誇りを持った人間に成長していくことは町の将来に係る喫緊の課題であります。　これまでも町は、人づくりはその地域を支える礎となることから、教育・文化・スポーツ・生涯学習などあらゆる施策を展開してきました。これから未来を担う子どもたちには、確かな学力と豊かな人間性を育む、小・中・高連携を軸とした「立科教育」を推進するとともに、健康寿命を延ばし豊かな人生を過ごすために、スポーツも含めた生涯教育を充実させます。立科町の誇れる歴史文化の保全・継承に努めるとともに、地域資源を大いに活用して、郷土を愛し地域に根ざした人を育みます。　

家庭・地域・学校・行政が連携し、目標達成を図るとともに、少子高齢化が進む立科町において、子ども子育て政策の充実を図り、子どもたちの声が響く町をめざします。
Ⅰ たくましく羽ばたく立科っこ（立科教育）
　１　子どもの健康なからだづくりを進めます。
　２　特別支援教育の推進を図ります。
　３　豊かな人間性の育成に努めます。
　４　教育環境の整備・充実を図ります。
　５　幼児期教育の充実に努めます。
　６　地域力の発揮による青少年の育成を図ります。
Ⅱ 子育て支援の充実
　　１　保育サービスの充実に努めます。
　　２　子育て支援拠点施設の充実を図ります。
　　３　子育て環境の充実に努めます。
　
Ⅲ 学びによる豊かな人生を目指して
　　１　生涯学習活動の活性化を図ります。
　　２　指導者の人材育成を促進します。
　　３　生涯学習・社会教育環境の充実に努めます。
　　４　図書サービスの充実に努めます。
　　５　人権尊重・人権教育を推進します。
　
Ⅳ スポーツで築く健康で豊かな人生と絆づくり
　　１　スポーツ活動の充実に努めます。
　　２　スポーツ関係組織への支援を図ります。
　　３　スポーツ指導者の育成に努めます。
　　４　社会体育環境の整備に努めます。
　　５　学校体育施設の開放を推進します。
　
Ⅴ 心のふるさとは歴史のふるさと
　　１　文化・芸術の支援に努めます。
　　２　郷土学習の充実を図ります。
　　３　郷土芸能の保存・伝承に努めます。
　　４　文化財・歴史的な資料の保護・保存に努めます。
　
Ⅵ 男女共同参画社会の推進
　　１　男女共同参画の基盤づくりを進めます。
　　２　多様な生き方ができる環境づくりを目指します。
　　３　安心で安全な社会づくりを目指します。
